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概        要 

学 校 名 佐倉市立佐倉東中学校 

活用方法 

国語科の授業において、単元計画の中に４つの学習過程を位置付け

て、継続的に指導している。また、学習過程の中でワークシートを効

果的に活用している。特に「まとめあげる」の過程では、まとめの作

文を書かせることを言語活動の一環として設定している。 

成 果 等 

授業の流れをユニバーサルデザイン化し、「見いだす」では同形式の

プリントを使用することで、生徒は安心感をもって授業にのぞむこと

ができた。また、単元のゴールや身に付けたい力を常に意識しながら、

主体的に課題に取り組む姿勢が身に付いた。 

 
国語科の授業の流れ 

【見いだす】 

・単元導入時に６つの視点（①疑問②筆者の視点③表現④内容について⑤筆者の伝え

たいこと⑥その学年で学習する理由）で感想を書き、さまざまな角度から作品を考

える。 

・学習の流れやその単元で身に付けたい力を書いた予習プリントを用いて、見通しを

もって学習に臨めるようにする。 

【自分で取り組む】 

・ノートづくりを主体的に行い、予習課題に対する自分の考えをノートやワークシー

トにまとめる。 

【広げ深める】 

・小グループでの意見発表で考えを深めていく。 

 

【まとめあげる】 

・単元の最後に日常生活と関連させてまとめの作文を書く。 

 

 

 

「思考し、表現する力」を高める実践モデルプログラム 

     活 用 事 例     



様式１ 

２年生の説明文の単元におけるワークシート（例） 

【見いだす】 
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【自分で取り組む】 

 

【まとめあげる】 

 


